
令和7年2月5日

帯広測候所

令和７年２月３日から４日の

大雪に関する気象速報

【気象速報について注意とお願い】

値は速報値のため、後日修正する可能性があります。ご利用には留意願います。

気象速報に関するお問い合わせ先 電話 0155-24-4555



2月3日から4日にかけて、低気圧が急速に発達しながら日本海を北東

に進み北海道に近づき、三陸沖で発生した別の低気圧が前線を伴い日本

の東を北東に進んだ。

これら低気圧の影響により、十勝地方では湿った空気が流入したため、

3日夜遅くから4日昼前にかけて強い雪が降り、帯広では4日09時までの

12時間降雪量が120センチ（統計開始以来最多）となるなど、記録的な

大雪となった。

この大雪により、道東自動車道、帯広広尾自動車道、国道38号線、国

道236号線などが通行止めとなったほか、JRの運休や航空機の欠航、帯

広市内の路線バスの全面運休など、交通の乱れがあった。また、帯広三

条高校野球部の屋内練習場が倒壊するなどの被害が発生した。

（十勝総合振興局調べ（2月5日11時00分現在）および一部報道による）
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天気概況と社会的な影響



地上天気図 2月3日03時～4日21時（6時間毎）

3日09時 3日21時

4日21時4日09時
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3日15時3日03時

4日03時 4日15時
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衛星赤外画像 2月3日03時～4日21時（6時間毎）

3日09時 3日21時3日15時3日03時

4日21時4日09時4日03時 4日15時



気象レーダーによる降水強度 2月3日21時～4日14時（1時間毎）
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2月3日18時から4日18時までの24時間降雪量
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単位：cm



12時間降雪量の期間最大値
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6時間降雪量の期間最大値

24時間降雪量の期間最大値



8

注意報・警報の発表状況（2月3日から4日）

●：注意報発表 ：警報発表 ○：注意報継続 ：警報継続 ▼：注意報に切替 解：解除
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府県気象情報の発表状況（2月2日から4日）


